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　　　現在、市民が分別し排出された使用済みペットボトルは、市の委託業者が回収し,中

間処理を行い、トレーや繊維にリサイクルされています。ペットボトルからペットボ

トルにリサイクルする「ボトル to ボトル」への水平リサイクルすることで、より環境

負荷の低い資源循環リサイクルを実現し、本市が推進するゼロカーボンに寄与するも

のです。 

　　　※ペットボトル資源循環水平リサイクルの実施は、県内初となります。 
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　１　協定締結式 

（１）日時　令和 6 年７月８日（月）午後２時～２時３０分 

（２）場所　魚津市役所第１会議室 

（３）出席者 

　①大塚製薬株式会社　ニュートラシューティカルズ事業部 

　　京滋北陸支店　支店長　塩田 祐哉（しおた　ゆうや） 

　②豊田通商株式会社　サステナブル合成樹脂部　 

部長　金沢 良親（かなざわ　よしちか）　 

③株式会社 魚津清掃公社　代表取締役社長　廣瀬 和夫（ひろせ　かずお） 

④魚津市長　村椿　晃（むらつばき　あきら） 

　 

２　それぞれの役割 

　①大塚製薬株式会社　再生ペットボトル樹脂を使用してペットボトルを製造し、自社

製品の容器として利用 

②豊田通商株式会社　アルカリ洗浄フレークを再生ペットボトル原料に処理・加工 

③株式会社 魚津清掃公社　ペットボトルを選別処理し、アルカリ洗浄フレークに加工 

④魚津市　市民にさらなるリサイクル意識の啓発 

　 

３　水平リサイクルの開始時期 

　　　令和７年４月

 令和６年７月１日

ペットボトル資源循環水平リサイクルの 

協定締結式を行います 

担当部署：生活環境課　環境政策係 

（課　長）小林　孝仁　 

（担当者）関口　　　 

　電話　0765-23-1004　FAX　0765-23-1092 

　Ｅ-Mail　seikatsukankyo@city.uozu.lg.jp　 

蜃気楼のみえるまち魚津 


